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研究の背景と目的
先行研究では、音が植物に何らかの影響を与えているとされてい

る。しかし、そのメカニズムを研究したものはない。そこで、私たちは
音が植物の伸長を促進させていると考え、それを示し、メカニズムを
調べることにした。

実験Ⅰ
目的：音が植物の伸長を促進していることを示す
定義：

条件：○温度…30℃ ○光…LED光(一定)
○音…音なし、音あり(80Hz, 400Hz, 1000Hｚ,

2000Hz, 10000Hz)
実験植物：エンバク（Avena sativa・野生種）
方法：

伸長率 =
実験後の植物の長さ

実験前の植物の長さ

結果：
表１：音ありと音なしの平均値の比較と有意差

実験Ⅱ
目的：阻害剤を与えると、どのような差が生じるか調べる
定義：
条件：○温度…30℃ ○光…LED光(一定)

○音…音なし、音あり(400Hz)
実験植物：エンバク（Avena sativa・野生種）
方法：

伸長量 =シュート(根元から茎頂)の長さ

結果：
表２：音ありと音なしの平均値の比較と有意差

結論
400Hzの正弦波が IAA合成酵素であるTAAとYUCの

合成量を増加させ、IAAの合成量が増加し植物の伸長
が促進された可能性がある。
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考察：

考察：

音ありが有意に促進され
たとは言えない。

音ありが有意に阻害され
た結果はない。

全体的に＋の結果が多
い。

400Hzで伸長が促
進される傾向

阻害剤なしよりも阻害剤
ありの方がより顕著に伸
長が促進される傾向

特に400Hzで平均値が＋になった実験が多く、有意差が確認
された実験も他と比較すると多かった。

IAA合成阻害剤を加えた実験では脱塩水やDMSOを加えた実
験よりも平均値が＋になった実験が多く、有意差が確認された
実験もあった。

音がｍRNAの量に影響を
与えたという先行研究

音がIAA合成酵素

の合成を促進した
可能性


